
担当者： （ 医師 ）

本研究の目的

　当院耳鼻咽喉科に令和4年12月1日から令和6年3月31日に受診された、慢性上咽頭炎患者
について網羅的に調査し、上咽頭擦過療法（EAT）の治療成績を調査します。
　また、慢性上咽頭炎患者の訴える症状にどのような種類があり、EATの効果に違いがあるか
についても検討します。またLong COVID患者のみに着目してその症状の推移も検討します。								
								
								
								
								

調査データの該当期間
研究実施期間：承認日から令和7年12月31日
調査データの該当期間：令和4年12月1日から令和6年3月31日

研究の方法（対象となる方）

① 年齢：不問
② 性別：不問
③ 入院／外来：外来のみ
④ 慢性上咽頭炎と診断されEATを行った患者で、受診時に患者が記載するEATカルテ（別紙
１）に回答した患者。

備考

研究の方法（使用する情報）

・患者背景：性別、年齢、合併症、Long COVIDの有無
・上咽頭所見の経過
・症状の経過
・検査：標準聴力検査、ティンパノグラム、耳管機能検査、副鼻腔・喉頭ファイバー検査、CT、採血
　（※：慢性上咽頭炎患者の症状が、他疾患の症状に修飾されていないかを評価するために参照
　　　　する。
　　　　症状は耳鼻咽喉・頭頸部に限らず全身の症状であるため、患者によって参照する検査結果は
　　　　異なるため、計画書に記載する検査の内容は多岐にわたる）
・治療経過（カルテの記載内容）

試料／情報の他機関への提供 該当なし

個人情報の取り扱い
使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。 ま
た、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

本研究の資金源（利益相反） 本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。

相談・問い合わせ・苦情
電話：0766-52-6839

徳永　貴広

真生会富山病院を受診された患者の皆さま

研究課題名 慢性上咽頭炎に対する上咽頭擦過療法治療成績の検討

当院の研究責任者（所属）

他の研究機関および
各施設の研究責任者

該当なし

徳永　貴広

　当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を

研究目的に利用または提供することを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

（ ）真生会富山病院耳鼻咽喉科


